
開 館 時 間：9:30～17:00（入館は16:30まで）
会　　　　場：高梁市成羽美術館　2階絵画展示室
主　　　　催：高梁市成羽美術館（☎�4455）
入　 館 　料：一般500円、高校・大学生300円、小・中学生200円
　　　　　　　65歳以上の方は無料（証明書を提示ください）
　　　　　　　市内小・中学生は、学校休業日は無料
休　 館 　日：毎週月曜日

会　期：５月15日㈰まで

　児島の画業を振り返る時、個性豊かな画家仲間たちとの出会いが、47年という短い生涯を
彩りあるものにしていたことがうかがえます。岡山出身の徳永仁臣、満谷国四郎、吉田 苞、
中山 巍。東京美術学校の同窓生である太田喜二郎、熊谷守一、前田寛治。さらには「馬の画家」
として知られる坂本繁二郎や京都の安井曾太郎など、その交流は広く展開されていました。
特に、留学画家同士は、慣れない外国暮らしを互いに支え合い、切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

したことでしょう。
　本企画では、これまで紹介される機会の少なかった児島虎次郎の作品とゆかりの画家たち
の作品合わせて52点を展示し、児島の豊かな交友関係や当時の洋画界で繰り広げられた闊

かっ

達
たつ

な絵画表現のエッセンスを伝えます。

　

児
島
虎
次
郎
は
明
治
14
年
（
１
８

８
１
）、
現
在
の
高
梁
市
成
羽
町
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら

画
才
を
あ
ら
わ
し
、
画
家
を
志
し
て

上
京
。
全
国
か
ら
精
鋭
が
集
う
東
京

美
術
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）

で
研
鑽さ
ん

を
積
み
ま
し
た
。

　

岡
山
孤
児
院
を
描
い
た
《
な
さ
け

の
庭
》
が
宮
内
省
買
上
げ
と
な
る
な

ど
若
く
し
て
高
い
評
価
を
得
る
と
、

倉
敷
の
実
業
家
・
大
原
孫
三
郎
の
援

助
を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
り
、

主
に
ベ
ル
ギ
ー
で
色
鮮
や
か
な
印
象

派
風
の
描
き
方
を
学
び
ま
す
。

　

帰
国
後
は
西
洋
の
技
法
や
色
彩
感

覚
と
日
本
の
風
土
の
融
和
を
目
指
し

ま
す
が
、
後
に
は
東
洋
人
と
し
て
の

画
業
を
探
求
す
る
た
め
、
中
国
や
朝

鮮
半
島
へ
も
度
々
赴
い
て
制
作
し
て

い
ま
す
。

　

自
ら
の
絵
画
修
養
と
と
も
に
大
原

美
術
館
の
基
礎
を
な
す
名
画
収
集
に

も
尽
力
し
、
モ
ネ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
な

ど
の
傑
作
を
日
本
に
も
た
ら
し
ま
し

た
。
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
没
、

享
年
47
。

　現在、成羽美術館では児島虎次郎の生誕130年を記念して、
春の特別陳列「児島虎次郎とゆかりの画家たち」を開催して
います。

安井曾太郎《葡萄図》大原美術館蔵 満谷国四郎《裸婦》大原美術館蔵

児島虎次郎《藤椅子の女》大原美術館蔵

児島虎次郎とゆかりの画家たち－大原美術館所蔵品と共に

～春の特別陳列～

■
問
い
合
わ
せ　

　
　
　

企
画
課
企
画
係
（
☎
�
０
２
０
８
）

て
い
ま
し
た
。

　

研
究
者
た
ち
が
発
表
の
た
め
に
作
成
し
た
パ
ネ
ル

は
、
５
月
９
日
㈪
ま
で
文
化
交
流
館
１
階
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
参
加
が
で
き

な
く
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
や
イ

ン
ド
な
ど
、
世
界
８
カ
国
か
ら
総
勢
40
名
の
建
築

の
研
究
者
た
ち
が
高
梁
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、３
月
14
日
に
行
わ
れ
た「
ま
ち
あ
る
き
」

で
、
備
中
松
山
城
や
武
家
屋
敷
、
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
吹
屋
の
ま
ち
な

み
な
ど
を
見
学
。
続
い
て
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、「
歴
史
遺
産
」、「
駅
と
商
店
街
」、「
水
資
源
」

な
ど
、
個
々
に
テ
ー
マ
を
定
め
、
調
査
・
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
に
は
文
化
交
流
館
３
階
の
中
ホ
ー
ル

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
終
発
表
会
・
講
評
会
を

開
催
。
今
後
の
高
梁
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
な

る
画
期
的
な
提
案
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
会
場
に

集
ま
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
聴
き
入
っ

国
際
建
築
都
市

　
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　

３
月
13
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、
日
本
建
築
学
会 

ま
ち
づ
く
り
支
援
建
築
会
議
・
都
市
計
画
委

員
会
の
主
催
で
、
▽
水
や
緑
な
ど
の
環
境
循
環
に
軸
を
お
い
た
広
域
的
地
域
計
画
の
骨
格
づ
く
り
▽

生
活
し
や
す
く
、
新
し
い
地
域
観
光
を
導
く
こ
と
が
出
来
る
魅
力
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
▽
高

齢
者
や
子
供
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
街
地
の
デ
ザ
イ
ン
、
な
ど
を
主
要
な
テ
ー
マ
に
「
２
０
１
１

国
際
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
高
梁
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

まちあるきの様子（3月14日 成羽町吹屋地区）

最終発表会・講評会（3月22日 文化交流館）
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